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研究成果の概要（和文）： 
本研究では東アジアの複数の地域（日本、中国、香港、台湾、シンポール、韓国、北朝鮮）

および複数の視聴覚メディア（テレビ、映画、レコード、ラジオ）を対象に、地域間・メディ
ア間の相互連関性を検討した。各年度に行われた国際ワークショップや国際シンポジウムを通
じ、国内外の研究者が多様なディシプリンを持ち寄ったことで、東アジアに固有の相互連関の
具体的様態についても明らかにすることができた。本研究の成果は論文集として公刊される予
定である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This research focused on plural areas (Japan, China, Hong Kong, Taiwan, Singapore, South 
Korea, and North Korea) and plural media (TV, Movie, Record, and Radio) in East Asia, 
and examined the interrelationship among those areas and those media. Through our 
international workshops and symposium, domestic and foreign researchers have brought 
multiple disciplines, and have clarified the specific cases of interrelationship, which 
were indigenous to East Asia. And the result of this research is due to be published.   
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研究分野： 複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：東アジア、視聴覚メディア、都市ネットワーク 
 
１．研究開始当初の背景 

20 世紀東アジアにおける視聴覚メディア
に関する研究は、各地域における個別のメデ
ィアごとには蓄積が進んでいた。しかし、複
数のメディア相互の関係性、ないし複数の地
域相互の関係性に関しては、ほとんど手付か
ずの状況にあった。 
 

２．研究の目的 
 東アジアにおける視聴覚メディアの相互
連関こそが、欧米とは異なる東アジア独自の
域内論理と形成したのではないか、という仮
説にもとづき、本研究では複数のディシプリ
ンを用い、メディア間・地域間の相互連関性
を明らかにすることを目指した。 
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３．研究の方法 
 以下３つの研究軸（アプローチ）を使用し、
東アジアにおける視聴覚メディアの相互連
関を立体的に解明することを試みた。 
(1) 地域軸＝東アジアの地域研究アプロー
チ（個別メディア相互の連関性に着目） 
(2) 超域軸＝トランスリージョナル・アプロ
ーチ（個別メディアの各地域間における相互
連関性に着目） 
(3) 専門軸＝テーマ別・アプローチ（政治・
外交、産業・技術、経済などの側面に着目） 
 
４．研究成果 
 各年度に行われた国際ワークショップや
国際シンポジウムを通じ、国内外の研究者が
多様なディシプリンを持ち寄って、東アジア
の複数地域（日本、中国、香港、台湾、シン
ポール、韓国、北朝鮮）および複数の視聴覚
メディア（テレビ、映画、レコード、ラジオ）
を対象に、地域間・メディア間の相互連関性
を検討した。視聴覚メディアの相互連関こそ
が欧米とは異なる東アジア独自の域内論理
を形成したと結論づけるまでには到らなか
ったが、この仮説を検証する中で、これまで
不詳であった東アジアに固有のメディア相
互連関について、その具体的な様態を明らか
にすることができた。 
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